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入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、
土
樋
・
五
橋
の「
都
心
型
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
」で
四
年
間
の
学
生
生
活
を
過
ご
し
、
な
か

に
は
、
一
昨
年
開
設
さ
れ
た
四
学
部（
地
域
総

合
学
部
・
情
報
学
部
・
人
間
科
学
部
・
国
際

学
部
）の
第
三
期
生
と
な
る
新
入
生
も
い
ま

す
。東

北
学
院
大
学
は
、
新
し
い
環
境
の
も
と

で
、
新
し
い
学
問
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
る

大
学
で
あ
る
と
同
時
に
、
建
学
以
来
一
三
九

年
間
、「
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
人
格
教
育
」

を
建
学
の
精
神
と
し
て
堅
持
し
て
き
ま
し

た
。
な
ぜ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
人
格
教
育

を
大
切
に
し
て
来
た
か
と
い
う
と
、
こ
の
建

学
の
精
神
は
、
人
間
と
人
間
の
関
係
、
人
間

と
自
然
の
関
係
、
科
学
技
術
を
考
え
る
う
え

で
、
大
切
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

二
十
一
世
紀
も
Ｓ
о
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
に

突
入
し
、
瞬
時
の
大
量
処
理
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
展
開
と
い
う
時
代
を
迎
え
て
お
り
、
学
問

に
お
い
て
も
最
先
端
の
科
学
技
術
を
学
ば
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
人

間
が
そ
れ
ら
の
科
学
技
術
を
行
使
し
、
人
間

や
世
界
や
自
然
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
も
、

残
念
な
が
ら
、
不
和
と
憎
し
み
を
生
み
、
貧

富
の
格
差
を
増
大
さ
せ
、
自
然
環
境
を
破
壊

し
、
疫
病
や
戦
争
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
が

現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
極
言
す
れ
ば
、

科
学
技
術
を
行
使
し
て
人
間
が
神
に
近
づ
こ

う
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
、
人
類
や
地
球

の
滅
亡
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て

し
ま
い
ま
す
。

東
北
学
院
は「
智
徳
併
行
」の
大
学
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
を
修
得
す
る
と
同
時
に
、

建
学
の
精
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
学
び
を

通
じ
て
、
神
と
自
分
と
は
何
者
か
、
罪
と
は

何
か
、愛
と
は
何
か
、救
い
や
希
望
と
は
何
か
、

自
然
と
は
何
か
、
平
和
と
は
何
か
に
つ
い
て

深
い
洞
察
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
深
い
洞
察
力
を
も
ち
、
愛
を

実
践
す
る
人
格
に
よ
っ
て
の
み
本
当
の
未
来

が
拓
か
れ
る
の
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

築
九
十
三
年
を
数
え
た
土
樋
の
由
緒
あ
る

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂
に
出

席
す
る
も
よ
し
、
新
し
い
押
川
記
念
ホ
ー
ル

に
出
席
す
る
も
よ
し
、
皆
さ
ん
が
聖
書
を
読

み
、
大
学
礼
拝
を
通
し
て「
心
の
基
礎
力
」を

身
に
付
け
た
学
院
生
と
し
て
成
長
さ
れ
ん
こ

と
切
に
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

学
長大

西  

晴
樹

入学・進級号

新
し
い
東
北
学
院
大
学
へ

　
　
よ
う
こ
そ
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大
学
宗
教
部
長

　
　
　
原
田  

浩
司

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東

北
学
院
大
学
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
い
よ
い
よ
始
ま
り

ま
す
。
そ
こ
で
皆
さ
ん
に
は
東
北
学
院
大
学
が
キ
リ
ス
ト
教

の
信
仰
と
精
神
を
大
切
に
し
て
き
た
大
学
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
入
学
し
た
東
北
学
院
大
学
は
一
八
八
六
年
に
押

川
方
義
先
生
と
米
国
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ホ
ー
イ
先
生
の
二
人
が
創
立
し
た「
仙
台
神
学
校
」が

そ
の
起
源
と
な
り
ま
す
。
そ
の
翌
年
に
来
日
し
た
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
宣
教
師
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
そ
の
後「
東

北
学
院
」に
改
称
し
て
今
日
に
至
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
東
北
学

院
は
創
設
以
来
、
約
百
四
十
年
も
の
間
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信

仰
に
基
づ
く
人
格
教
育
・
教
養
教
育
を
仙
台
で
実
践
し
て
き

ま
し
た
。
東
北
学
院
大
学
の
学
生
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、
こ
の

東
北
学
院
の
新
し
い
歴
史
の
継
承
者
な
の
で
す
。

東
北
学
院
の
教
育
は「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」

の
モ
ッ
ト
ー
に
則
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
教
育
の
根
幹

に
あ
る
の
が「
大
学
礼
拝
」で
す
。
本
学
で
は
教
室
で
の
座
学

と
し
て「
キ
リ
ス
ト
教
関
連
科
目
」が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」に
示
さ
れ
る
本
学
の
教

育
の
特
徴
は「
大
学
礼
拝
」を
通
し
、
個
々
の
学
生
の
人
格
に

益
す
る
幅
広
い
価
値
観
を
練
磨
す
る
人
格
教
育
に
あ
り
ま
す
。

東
北
学
院
大
学
は
総
合
大
学
で
す
か
ら
、
学
生
の
皆
さ
ん

は
四
年
間
を
通
し
、
幅
の
広
い
、
高
度
で
多
様
な
教
養
、
知
識
、

技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
生
一
人
ひ
と
り
が
そ
う

し
た
教
養
や
知
識
を
得
る
こ
と
は
大
切
な
課
題
で
す
が
、
東

北
学
院
の
教
育
は︿
こ
こ
ろ
﹀や︿
霊
性
﹀と
い
っ
た
、
人
間
の

内
な
る「
人
格
の
成
長
」に
照
明
を
当
て
ま
す
。
聖
書
に
は「
知

識
は
人
を
高
ぶ
ら
せ
る
の
に
対
し
て
、
愛
は
人
を
造
り
上
げ

ま
す
」（
一
コ
リ
、
八
・
一
）と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
学
院

の
教
育
は「
人
を
造
り
上
げ
る
」の
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て

の「
い
の
ち
光
愛
」に
則
っ
た
教
育
で
あ
り
、
そ
の
中
心
に
置

か
れ
る
の
が
大
学
礼
拝
で
す
。

土
樋
で
も
五
橋
で
も
講
義
期
間
中
は
毎
日
行
わ
れ
る
大
学

礼
拝
を
と
お
し
て
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
も
在
学
生
も
、
荘
厳

な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
生
演
奏
に
聴
き
、
讃
美
歌
を
歌
い
、

沢
山
の
聖
書
の
言
葉
か
ら
、
私
た
ち
人
間
や
こ
の
世
界
を
超

越
す
る
神
の「
い
の
ち
光
愛
」に
触
れ
て
、
そ
こ
か
ら
現
実
の

世
界
の
課
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
気
付
き
や
発
見
を
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
人
を
造
り
上
げ
る
」も
の
こ
そ
、
よ

り
よ
い
社
会
、
よ
り
よ
い
世
界
を
造
り
上
げ
る
の
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
宗
教
部
の
教
員
が
毎
週「
聖
書
研
究
会
」を
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
の
あ
る
皆

さ
ん
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
夏
休
み
初
頭
に
は
特
別
企
画

の
サ
マ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
、
在

学
生
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
二
〇
二
五
年
度
も
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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川島 堅二

土樋担当
大学宗教主任

渡邉 蘭子

五橋担当
大学宗教主任

各担当の先生たちからのご挨拶

キャンパスメッセージ

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
」と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
く
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。「
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
」と
い
う
言
葉
に
は
多
様
な

意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
キ
リ
ス
ト
教
用
語
と
し
て
は
、
牧
師
な
ど
の
聖

職
者
、そ
し
て
聖
職
者
の
仕
事
や
つ
と
め
を
表
す
言
葉
で
す
。し
た
が
っ

て「
キ
ャ
ン
パ
ス
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
」と
は
東
北
学
院
大
学
の
よ
う
な
キ
リ

ス
ト
教
を
基
盤
に
建
て
ら
れ
た
大
学
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
活
動
全
般

を
表
す
言
葉
で
す
。

具
体
的
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
毎
日
行
わ
れ
る
礼
拝
が
あ
り
ま
す
。

礼
拝
で
は
総
合
人
文
学
科
に
所
属
す
る
宗
教
主
任
の
先
生
方
や
、
地
域

の
牧
師
さ
ん
た
ち
に
よ
り
聖
書
に
基
づ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
語
ら
れ
ま

す
。
ま
た
美
し
い
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
に
よ
り
讃
美
歌
を
歌
う
こ

と
で
キ
リ
ス
ト
教
の
内
容
に
深
く
触
れ
る
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
強

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が「
毎
日
の
礼
拝
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

活
が
整
え
ら
れ
、
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
」と
い

う
声
を
毎
年
卒
業
生
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｇ
ベ
ー
シ
ッ
ク
科
目
で
あ
る「
聖
書
を
学
ぶ
」や「
キ
リ
ス
ト
教
の

歴
史
と
思
想
」な
ど
の
授
業
も
キ
ャ
ン
パ
ス
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
と
連
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
と
礼
拝
は
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
、
東
北

学
院
大
学
の
建
学
の
精
神
に
触
れ
る
貴
重
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

五
橋
で
は「
押
川
記
念
ホ
ー
ル
」で
礼
拝
が
行
わ
れ
ま
す
。
二
年
前
に
で

き
た
ば
か
り
の
新
し
い
ホ
ー
ル
で
す
。
広
く
て
天
井
も
高
い
の
で
、
礼
拝

開
始
と
と
も
に
正
面
の
大
き
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
奏
で
ら
れ
る
と
、
荘

厳
な
音
色
が
響
き
渡
り
、
体
全
体
を
包
み
込
ん
で
く
れ
ま
す
。

「
礼
拝
」と
聞
く
と
、
堅
苦
し
い
キ
リ
ス
ト
教
の
儀
式
な
の
で
は
？
と
思

う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
礼
拝
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
な

く
て
も
大
切
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
礼
拝
は
自
分
の
心
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
い
い
機
会
で
す
。

日
々
の
喧
騒
か
ら
一
旦
離
れ
、
静
か
に
自
分
の
心
と
向
き
合
う
時
間
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
心
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
心

の
安
定
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
聖
書
か
ら
豊
か
な
知
恵
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
礼
拝
の
魅
力
で

す
。
礼
拝
で
は
、
聖
書
の
言
葉
を
牧
師
や
先
生
方
が
解
説
し
て
く
れ
ま
す
。

聖
書
に
は
大
昔
か
ら
伝
わ
る
人
生
の
指
針
や
知
恵
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
今
日
の
私
た
ち
が
直
面
す
る
人
生
の
課
題
に
対
し

て
も
深
い
洞
察
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

初
め
て
礼
拝
に
参
加
し
た
学
生
の
多
く
が「
礼
拝
、
意
外
と
良
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
行
こ
う
か
な
」と
言
い
ま
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
気
軽
に
礼
拝

に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！
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賛美歌を
 歌おう！

東北学院大学は、皆さんに礼拝への出席を強くお
勧めします。初めて礼拝に出席する方は戸惑うこと
も多いかもしれません。それは、礼拝が普段の生活
に馴染みのない非日常的な空間だからでしょう。パ
イプオルガンを聴き、賛美歌を歌い、皆で聖書の箇
所を目で追いながら読むということは、普段の生活
ではしないことと思います。

なぜ礼拝では音楽の要素が重要なのでしょうか。
それは、キリスト教が「聴く」ことを大切にしている
からです。聖書の「十戒」には、「あなたは自分のため
に彫像を造ってはならない。上は天にあるもの、下
は地にあるもの、また地の下の水にあるものの、い
かなる形も造ってはならない。」（出エジプト記20章4
節）とあり、偶像礼拝を禁じています。そのため、神
を認識する方法として「見る」ことではなく、「聴く」
ことが重視されるのです。もし聖書の話を聴くだけ
なら、音楽は必要なく、聖書も「それぞれ読んでおい
てください」で済むかもしれません。しかし、礼拝で
は全員で聖書を開き、司会者の朗読を、文字を追い
ながら聴くことが求められます。

賛美歌も、本来なら上手な人が代表で歌えば良い
と思われがちですが、礼拝では全員が声を合わせて
歌います。皆さんの中には歌うことが好きな人もい
れば、嫌いな人もいるかもしれません。一人で歌う
のであれば、それは自分に関係ないと思ってしまう
かもしれません。しかし皆で歌うことで、歌は別の

意味を持つようになりま
す。それは、他者の存在を
意識することになるからで
す。みんなで歌う時、まず
音程やテンポを考え、さら
に一人だけ先に歌い始めた
り目立ったりしないようにと気をつけます。また、
隣の友達がいつもと違う雰囲気を感じると、「今日は
体調が悪いのかな？」と考えることもあります。賛美
歌を歌うということは、単に声を出す行為以上の意
味があります。学生や教職員がお互いに「今日も学校
に来ているね、元気？」と気遣う行為なのです。つま
り、他者の存在を感じる時間であり、神がこの学校
を私たちに与えてくださり、守ってくださっている
ことに感謝しながら、「私たちはここにいます！」と
神と対話する時間でもあります。ですから、歌が得
意か不得意かは関係なく、全員で歌うことに意味が
あるのです。皆で声を合わせ、神が創造した音楽の
美しさを感じながら祈り歌うことで、神の存在が身
近に感じられるでしょう。

卒業生に聞くと、多くの卒業生が礼拝の時間が印
象に残っていると話します。普通に考えれば、何を
勉強したか、ゼミでどのような研究をしたかなどの
方が、印象に残っているはずです。しかし、礼拝の
時間は非日常的な空間で、耳を通して「聴く」ことに
集中し、他者の存在を再認識する貴重な時間である
と感じたため、卒業後も印象に残っているのだと思
います。

礼拝では、伝統的なオルガンを使った礼拝の他に
も、聖歌隊やTGCFによる音楽礼拝も企画していま
す。皆さんの積極的な出席をお待ちしています。

（大学宗教主任兼宗教音楽研究所所長　椎名 雄一郎）
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大学では木曜日の午後を中心に活動が行われ、English Café(国際交流・異文化交流)、
ミュージックサービス（学生によるバンド演奏と賛美・メッセージ・交流会）、お昼休み
の交流会、学生企画の交流イベント（他学部・他学年交流）、特別イベントなどがあります。

English Café は、様々な国の宣教師が
講師として参加するため、留学のような
雰囲気を体験できる国際交流・異文化交
流です。英語のゲームやグループでの英
会話が中心ですが、新しい出会いや友達作
りができるカフェタイムなどもあります。

私
が
あ
な
た
が
た
を
愛
し
た
よ
う
に
、
互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
。（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
15:

12
）

学生企画の交流会は、のん
びり、ゆるっと、出会いを楽
しむイベントです。新企画
も随時募集中（大学礼拝の賛
美/奏楽に興味がある方も募
集中）です！特別イベントは、
John Lucas氏のゴスペルワー
クショップ、長沢崇史師との賛
美集会、クリスマスイベント
等が行われました。

お昼休みの交流会は、これまでに韓国、台湾、香港、マカオ、フィ
リピン、シンガポール、南アフリカ、ザンビア、イタリア、ドイツ、
マン島、スコットランド、イングランド、カナダ、アメリカ各地の宣
教師や学生の方々をゲストとしてお迎えしています。

活動詳細は、土樋キャンパス礼拝堂、五橋キャンパス押川記念館
３階、各キャンパスの掲示板、宗教センターホームページ等でご案
内しています。みなさんとお会いできる日を楽しみにしています。

（東北学院宗教センターチャプレン 　佐藤 由子）

宗教センターHP TGCF
インスタグラム

 東北学院クリスチャンフェローシップは、

一人一人の新しい出会いと発見を応援しています。

ミュージックサービスは、学生によるバンド
演奏（ポップな賛美）と聖書のメッセージです。交
流会では、授業の質問や大学生活全般、おすすめ
の飲食店など、経験豊富な優しい先輩方に気軽に
聞くことができます♪

「 T G C F でつながろう！」

TGCF( ティージーシーエフ )（Tohoku Gakuin Christian Fellowship）は、
オール東北学院の交流活動です。どなたでも、お気軽にご参加いただけます。

ティー ジー  シー  エフ

TGCF
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東北学院大学では、講義のある日は大学礼拝を毎日行っています。これは創立した時から現在にいたるま
で不変であり、「建学の精神」の具体的な現れです。新入生も在校生も大学礼拝の大切さを知って、午前中に
キャンパスにいる時には積極的に出席しましょう。本学での学びに欠かせない「軸」であり、「養い」です。大
学礼拝は教会の礼拝よりも短く設定され、学生の皆さんを対象に準備されています。
なお、音楽礼拝や英語礼拝など多少変則的なスタイルの礼拝も行っていますが、大学礼拝の基本的な進行
内容をお伝えします。

大学礼拝について
基本的なことを知っておこう

Prelude
一
限
が
午
前
十
時
十
五
分
に

終
わ
る
と
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、

礼
拝
堂
で
は
オ
ル
ガ
ン
の
前
奏

が
始
ま
り
ま
す
。
礼
拝
堂
の
最

前
列
か
ら
順
に
着
席
し
て
下
さ

い
。
私
語
は
慎
み
、
電
子
機
器

は
し
ま
っ
て
、
心
を
静
め
て
礼

拝
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【前  奏】　
１

Hymn
司
会
者
が
讃
美
歌
の
番
号
を

告
げ
ま
す
。
起
立
し
て
、
心
を

こ
め
て
、
声
高
ら
か
に
、
一
緒

に
讃
美
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

歌
詞
を
味
わ
う
こ
と
も
大
切
で

す
。
そ
の
う
ち
、
自
分
の
好

き
な
讃
美
歌
も
で
き
る
で
し
ょ

う
。

【讃美歌】
2

Bible【聖  書】

司
会
者
が
聖
書
を
開
く
よ
う

に
指
示
し
ま
す
。
礼
拝
堂
に
早

く
来
た
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
開

い
て
読
ん
で
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
聖
書
は
旧
約
聖
書

と
新
約
聖
書
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
頁
数
が
付

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
よ
く
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
聖
書
に
は
、

人
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な

す
べ
て
の
こ
と
が
網
羅
さ
れ
て

い
る
と
受
け
止
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
の
で
、
一
語
一
句
、
大
切

な
教
え
と
し
て
聞
く
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

3

Preaching【説  教】

司
会
者
は
、
本
学
の
宗
教

部
の
先
生
た
ち
や
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
先
生
方
で
あ
り
、

教
会
の
牧
師
の
方
々
が
担
当

さ
れ
る
日
も
あ
り
ま
す
。
ど

の
人
も
、
そ
の
日
に
朗
読
し

た
聖
書
に
基
づ
い
て
話
さ
れ

ま
す
。
一
般
に「
説
教
」と
い

う
と
、「
叱
ら
れ
て
い
る
」と

い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、

「
礼
拝
の
説
教
」は
、「
聖
書
を

説
い
て
教
え
る
」こ
と
と
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。
大
切
な
こ

と
は
、
聖
書
の「
福
音
」を
聴

く
こ
と
で
あ
り
、
人
類
へ
の

「
神
の
貴
い
愛
」を
知
る
こ
と

で
す
。

4

Postlude
オ
ル
ガ
ン
の
後
奏
は
、「
世

へ
派
遣
」を
意
味
し
、
皆
さ
ん

を
礼
拝
堂
か
ら
新
し
い
一
日
へ

送
り
出
し
ま
す
。

【後  奏】　
7

Prayer
司
会
者
は
、
聖
書
を
説
い

た
後
、
神
の
恵
み
と
平
安
、

導
き
を
願
う
祈
り
を
捧
げ
ま

す
。
祈
り
の
最
後
に
、
司
会

者
と
出
席
者
全
員
で「
ア
ー
メ

ン
」と
言
い
ま
す
。「
そ
の
と

お
り
」の
意
味
で
す
。
祈
り

を
み
ん
な
で
共
有
す
る
思
い

で
、「
ア
ー
メ
ン
」と
唱
和
し

ま
し
ょ
う
。
讃
美
歌
を
歌
っ

た
後
の「
ア
ー
メ
ン
」も
同
じ

意
味
で
す
。

【祈  祷】　
5

C ongregational Response【頌  栄】

神
の
栄
光
を
た
た
え
る
短

い
讃
美
歌
で
す
。
頌
栄
の
後
、

黙
祷
を
捧
げ
ま
す
。

6

大学礼拝について（詳細）
https://www.tohoku-gakuin.jp/

ch/tgu/chapel/

宗教部HP
https://www.tohoku-gakuin.jp/

ch/tgu/
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専
門
は
新
約
聖
書
で
す
。
東
北
学
院
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
多
く
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

吉
田
新
先
生
（
総
合
人
文
学
科
長
）

専
門
は
、
ア
メ
リ
カ
教
会
史
。

東
北
学
院
で
豊
か
な
学
び
が
な
さ
れ
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

藤
野
雄
大
先
生
（
大
学
宗
教
主
任
）

専
門
は
近
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
研
究
。

カ
ル
ト
な
ど
社
会
問
題
化
す
る
宗
教
の
研
究
や

調
査
も
し
て
い
ま
す
。

川
島
堅
二
先
生
（
大
学
宗
教
主
任
）

専
門
は
古
代
・
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
で
、

特
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
思
想
を
研
究
し

て
い
ま
す
。
共
に
聖
書
の
言
葉
を
じ
っ
く
り
と

味
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

渡
邉
蘭
子
先
生
（
大
学
宗
教
主
任
）

東北学院大学宗教部教員の紹介

東北学院大学宗教部教員の紹介

専
門
は
旧
約
聖
書
で
す
。

日
々
の
礼
拝
で
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

田
島
卓
先
生
（
大
学
宗
教
主
任
）

教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
教
員
と
し
て
、
キ
リ
ス

ト
教
音
楽
や
音
楽
史
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
教

え
て
い
ま
す
。
音
楽
礼
拝
で
は
、
優
れ
た
讃

美
歌
や
オ
ル
ガ
ン
曲
を
紹
介
し
ま
す
。

今
井
奈
緒
子
先
生
（
大
学
オ
ル
ガ
二
ス
ト
）

キ
リ
ス
ト
教
音
楽
、
と
り
わ
け
Ｊ
．
Ｓ
バ
ッ
ハ

の
オ
ル
ガ
ン
作
品
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

礼
拝
で
は
み
言
葉
、
そ
し
て
神
様
の
創
造
さ
れ

た
音
楽
を
共
に
聴
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

椎
名
雄
一
郎
先
生
（
大
学
宗
教
主
任
）

専
門
は
近
現
代
の
哲
学
・
神
学
で
す
。
キ
リ

ス
ト
教
は
「
硬
い
」
も
の
で
も
「
難
し
い
」

も
の
で
も
な
く
、「
お
も
し
ろ
い
」
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
と
お
話
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

岡
田
勇
督
先
生
（
大
学
宗
教
主
任
）

初
期
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
が
専
門
で
す
。

全
て
の
良
き
も
の
を
く
だ
さ
る
神
様
を
と
も
に

見
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

渡
辺
有
美
先
生
（
大
学
宗
教
主
任
）

専
門
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
宗
教
改
革
と
神
学

で
す
。
講
義
以
外
で
も
、
大
学
礼
拝
を
と
お
し

て
聖
書
の
言
葉
の
豊
か
さ
や
キ
リ
ス
ト
教
の
教

え
の
魅
力
に
、
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
触
れ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
田
浩
司
先
生
（
宗
教
部
長
）

学
校
教
育
に
つ
い
て
研
究
と
実
践
を
行
っ
て
い

ま
す
。
聖
書
の
言
葉
を
知
り
、
考
え
る
時
間
を

共
有
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
門
耕
平
先
生
（
大
学
宗
教
主
任
）



Chapel News No.152 8

宗
教
部
聖
歌
隊
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
大
学
礼

拝
や
ク
リ
ス
マ
ス
で
賛
美
を
捧
げ
て
き
ま
し
た
。
特
に
一

昨
年
度
か
ら
は
、
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
と
と
も
に
新
し
い
五

橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
行
事
や
ク
リ
ス
マ
ス
で
も
歌
声
を
響
か

せ
て
い
ま
す
。
合
唱
経
験
の
な
い
人
に
は
新
し
い
活
動
を

始
め
る
チ
ャ
ン
ス
、
合
唱
経
験
者
に
は
高
校
ま
で
の
合
唱

活
動
を
さ
ら
に
先
に
進
め
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
よ
う
に
、

新
年
度
も
様
々
な
活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

世
界
か
ら
戦
争
の
脅

威
は
去
ら
ず
、
私
た
ち

の
身
近
に
も
悲
し
い
こ

と
、
理
不
尽
な
こ
と
の

絶
え
な
い
時
代
で
す
が
、

と
も
に
歌
声
を
あ
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
聖
歌

隊
は
四
月
十
日
か
ら
毎

週
木
曜
日
、
十
五
時
か

ら
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
礼

拝
堂
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
い
つ
で
も
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
五
年
度
に
な
り
、
土

樋
・
五
橋
両
キ
ャ
ン
パ
ス
体
制

も
三
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
か

つ
て
の
泉
・
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ

ス
で
学
ん
だ
在
学
生
の
数
も
少

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
時
代
の
変
化
の
中
に

あ
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず
守
ら
れ

て
き
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
建
学
の
精
神
で
す
。
東
北

学
院
は
、
一
八
八
六
年
創
設
の

仙
台
神
学
校
以
来
、
一
三
九
年

目
の
歩
み
を
し
て
い
ま
す
が
、

一
貫
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神

に
基
づ
く
人
格
教
育
と
、
礼
拝

を
重
ん
じ
て
き
ま
し
た
。
現
在

で
も
、
授
業
期
間
中
は
、
月
曜

か
ら
金
曜
日
ま
で
一
限
と
二
限

の
間
に
毎
日
欠
か
さ
ず
に
大
学

礼
拝
が
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
聖
書
の
言
葉
を
聞
き
、
オ

ル
ガ
ン
の
演
奏
に
耳
を
傾
け
、

そ
し
て
讃
美
歌
を
歌
い
、
祈
り

を
捧
げ
る
。「
Ｔ
Ｇ
生
な
ら
で

は
」の
時
間
を
大
切
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
○
二
五
年
四
月
一
日

編
集

東
北
学
院
大
学
宗
教
部

〒
九
八
○

－

八
五
一
一

仙
台
市
青
葉
区
土
樋
一
丁
目
三
番
一
号

第
20
回
「
学
生
の
た
め
の
オ
ル
ガ
ン
公
開
講
座
」

  

の
お
知
ら
せ

聖
歌
隊
へ
の
お
誘
い

宗
教
部

こ
の
講
座
は
、
礼
拝
の
楽
器
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
オ
ル
ガ
ン
に
親
し
み
、
演

奏
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
専

門
家
で
あ
る
本
学
の
礼
拝
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

が
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
礼
拝
会
場
の
オ
ル
ガ

ン
を
用
い
て
指
導
し
ま
す
。

単
位
に
関
係
の
な
い
講
座
で
す
の
で
、

卒
業
ま
で
継
続
し
て
受
講
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
受
講
場
所
も
開
講
時
間
に
合
わ

せ
て
、
希
望
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
受
講
資
格

・
楽
譜
を
読
む
こ
と
が
で
き
、
鍵
盤
楽
器
の

演
奏
に
多
少
な
り
と
も
心
得
が
あ
る
こ
と

・
レ
ッ
ス
ン
、
練
習
に
励
む
意
欲
が
あ
る
こ
と

◆
対
象

本
学
に
在
籍
す
る
学
生

（
所
属
学
部
、
学
部
生
・
大
学
院
生
を
問
わ
ず
）

◆
内
容

オ
ル
ガ
ン
の
奏
法
と
作
品
を
学
ぶ

（
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
形
式
）

ガ
イ
ダ
ン
ス
と
修
了
演
奏
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
場
所

●
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂

●
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
押
川
記
念
ホ
ー
ル

◆
受
講
料

年
間
一
五
、〇
〇
〇
円

◆
期
間

五
月
～
十
二
月（
レ
ッ
ス
ン
は
月
二
回

ペ
ー
ス
で
実
施
。
そ
の
他
自
主
練
習
、
演

奏
会
準
備
）

◆
募
集
人
数

各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
き
若
干
名

◆
講
師

椎
名
雄
一
郎
（
文
学
部
総
合
人
文
学
科
教
授
）

小
野
な
お
み
（
礼
拝
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）

◆
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催
日

受
講
希
望
者
は
所
属
キ
ャ
ン
パ
ス
に
拘

わ
ら
ず
、
五
月
八
日（
木
）
十
六
時
に
、
五

橋
キ
ャ
ン
パ
ス
宗
教
音
楽
研
究
所
事
務
室

（
押
川
記
念
館
３
階
）へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
に
受
講
の
意
思
確
認
を

し
、
講
師
と
の
顔
合
わ
せ
、
レ
ッ
ス
ン
日

の
相
談
、
調
整
等
を
行
い
ま
す
。

出
席
不
可
能
な
場
合
は
事
前
に
宗
教
音
楽

研
究
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
０
２
２

－

３
５
４

－

８
３
１
２
）。
な
お
、
希
望
者
多

数
の
場
合
は
相
談
、
抽
選
な
い
し
後
日
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

編

集

後

記

編

集

後

記

以下の方々が日々の礼拝奏楽をご担当さ
れます。

　今　井　奈緒子 先生
　石　田　牧　子 先生
　今　高　和　枝 先生
　大　泉　真　理 先生
　小　野　なおみ 先生
　菅　原　淑　子 先生
　山　司　恵莉子 先生
　渡　辺　真　理 先生

礼拝オルガニストのみなさん

礼拝の奏楽をもって、皆様を日々の学生
生活へ送り出してくれます。ぜひ、オル
ガンの音色を聴きに、礼拝会場へお越し
ください。

2025年度

聖歌隊活動の最新情報はX(旧Twitter)に反映させますので、
ぜひご覧ください。@choir_gakuin




